
副市長レビュー（春）協議事項調書 

1 部局名 

（課名） 
産業部スタートアップ推進担当 (スタートアップ推進課)

2 協議事項 

（案件名） 

浜松市スタートアップ戦略の改定に伴うスタートアップ施策の方向性に

ついて 

3 背景・現状 

（現状把握で

きる統計数

値など） 

令和２年から令和６年度までの５か年における浜松スタートアップ

戦略（以下、「第１期戦略」という。）に基づくスタートアップ推進

施策を実施してきた。 

4 検討経過・

課題 

令和７年度から令和 11年度までの５か年における浜松スタートアッ

プ戦略（以下、「第２期戦略」という。）への改定が必要。 

国のスタートアップ育成５か年計画（令和４年から令和９年）との

整合と、国における次期計画を見据える必要がある。 

静岡県における広域のスタートアップ誘致等の施策との棲み分けが

必要である。 

愛知県・名古屋市との連携（グローバル拠点都市）をより緊密にす

る必要がある。 

第１期戦略において、市内におけるスタートアップが生まれ、集ま

る環境の醸成は、おおむね所期の目的を達成。 

これからの５年間を見据えた KPIの設定が必要。 

5-1 方向性の 

提案 
(目指すべき姿) 

引き続き、スタートアップ支援を強力に推進。 

環境整備・誘致中心の取組から、次のステージとして、より地域経済

の持続的発展に資する取組へのシフト。 

① 創出・進出に至ったスタートアップの、地域での雇用の創出や地域

での定着 

② スタートアップと地域企業との連携・協業等による地域経済の更な

る活性化 

5-2上記の方向

性決定に向

け議論する

事項
(妥当性、必要

性、有効性など)

市内スタートアップの市内での成長・地域定着・連携に注力。 

国・県の施策との棲み分けによる既存事業のスクラップ。 

スタートアップ戦略推進協議会における協議により具体的なKPI及び

取組を設定。 

6 結果 

■提案どおり進める 

□サマーレビューで審議 

□提案内容を一部見直して進める 

□再度、調査研究等を行い検討 

□その他 

具体的内容 

副市長とともに市長と協議する。 

7 その他 


